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Artwork in Space with Meaning: 
Exhibition at the Yamamoto Material Room in Kwasan Observatory
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・空間自体の雰囲気が年季の入った棚等によってほぼ
完成されていたので、余計な物（新しい棚や真っ黒の布
などの、強い or生っぽい色を持つ物）を隠すことで場を
完成させようとした。また、大きな机では無く小さな棚
を一人一人の展示台にして単独に配置することで、大き
な棚や机が並ぶ空間にアクセントとなり、小さい作品で
もしっかりと目に付くように工夫した。
・展示させて頂いた山本資料室の雰囲気と作品とを調
和させつつ、部屋に馴染み過ぎず、鑑賞者に作品と認識
してもらえるように自分の見せたい置き方より鑑賞者の
目線をより意識して考えました。また作品に対しての照
明がないのでその部分での作品の表情の見せ方が難し
かったです。
展示されている資料が年季を感じさせるものであり、
また天文台自体も設立当初の姿を多く残した場所であ
る。すでに成立している雰囲気を壊さずにどのように策
人をマッチさせかつ認識してもらうかの配慮には、作品
そのものだけでなく鑑賞者の視点まで考慮に入れる必要
があった。単純に雰囲気にあわせる、といっただけでな
く、
・魅力的なもの（作品以外の）がたくさんありすぎる。
作品をもっと持っていけばよかったと思いました。
というように、雰囲気に匹敵する作品をもってくる、と
いう意識も（あとからではあるが）生まれている。　藤
井・佐藤（2009）では様々なアートイベントにおける展
示空間と作品形態に関して分析を行い、企画・運営主体
を細分化することにより傾向が得られるであろうことを
示唆する。一方で企画側の意図とは別に、すでに場所が
そのまま目的と一体介しているような場所は、より場所
の支配力が強くなり、作品の傾向もかわってくることを
示唆している。
天文台は町の光から逃れるために、中心部から距離を
離れて設置される。花山天文台も現在では山科区の光が
多いため夜間観測が難しくなっているが、開設当初は京
都市内の光をさけるために京都市内からは若干離れた位
置にあり、交通アクセスはややしにくい箇所にある。展
示スペースとして天文台を捕えたときには利点と欠点の
両面がある。アンケートより抜粋する。
・面白い場所だと思いますが、交通が不便なので、今
回のように展示だけをするのではなく内部の見学のよう
に他に体験できるイベントも一緒に企画するのがいいと
思います。
・交通の悪さや導線のややこしさはありますが、花山
天文台の古き良き建物の魅力は制作側のモチベーション
や感性をくすぐるところが多いと思うので展示場所とし
てよいと思います。
天文台という場所の特性上、アクセスのよい立地には
なりにくい。展示を見てもらう点ではこの点は明らかに
不利である。今回のような一般向けの公開では、最寄り
駅からのバスを出すなどするが、それを含めてもなお、気
軽に見に行ける、という場所ではない。一方で、そのア
クセスの悪さを含めた環境も天文台の構成要素であり、
雰囲気の形成に一役買っているのは、過去の展示企画参
加者からも同様に指摘されている。空間構成必要な要素
であればアクセスのしにくさが必ずしも作品の展示には
マイナスになるだけではないことを示唆している。
5）まとめ
天文台にある資料室での展示といった非常に限定され
たケースではあるが、展示空間が作品制作・展示にどの
ように意識されるかをみてきた。展示する空間の意味が
明示的であればあるほど、作家は空間への影響を勘案し
作品、ひいては展示そのものを構成する可能性がある。単
純なその場の雰囲気だけでなく、それを構成するより広
い意味での環境要素が空間と作品への影響を与えうる。
施設活性化の策としてアートイベントを打つことは珍し
いことではないが、単純に場所貸し・人寄せの関係だけ
ではない関心は、特により特殊な環境にある施設の利用
を考える上で重要になってくるであろう。
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